














第 2表 前300年 ころを中心とする朝鮮半島の歴史と日本の歴史との対比 帽像`

遠寧地方 朝鮮半島

新石器時代

櫛文土器時代

北九州・山口地方 中国・近畿地方

前i100 前 1100 縄 文 時 代
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黄褐色で叉様は無い

雫チ色土器も出土

回転台や陶車を使用 しない

平底の土器 .

縄文晩期

箕子とは別系統の博1民 、横余系殷民
'の子孫渡来か

殷減亡の記元前1100年 以後め まり

年月を経ていないある時、扶余 ■ヽ

の満州 ,あ たりから、韓回南西部の
扶宗郡 r松菊里遺跡」の地 およひ

日本列島 t北九州・中国・近畿地万

なと,´渡 来、したものこ思われ る _

●胎キ聾石粒を含鷲1暴長野婆ュ講
・夜臼式土器、安|」 目突帯文土器 .他 ,

●高度な稲作技術 (板付遣跡 F水田 1の

下層調査により判明 1

●石庖丁

●査棺墓〔九州・近畿 1大阪府茨本市立文 (し

財資料館冊子参中 の両地域に見られ る〕

●支石墓

●環濠

=:扶
余系股民の子孫達 ld、 前300年 頃、当

初の弥生人の支配下に置かれたと解さ

れる.

●青銅器

●環濠集落が各地に

営なまれた.

●円形および隅丸長

方形の竪穴式住

居 .1混在している

場合が多し` |

●隅丸長方形の堅■

式住居には、́tン ド

状遺構が見られる.

●やがて副葬品や本

棺等を伴なう方形

周溝墓が出現する
*方形周溝墓の採用
を強制されたのた

前403

前256周 城亡

前221秦 の天下統一

_1'鋼夫

●銅鏡

.II銅 地

.■甕棺墓

〕土壌墓

■ 箕子の子孫達か . 遼寧地方から

まる.
石庖丁が代表的.

丘ヽ陵に集落形成 .

こ,方影周溝墓が多数発見されつ

つある.

【扶余郡松菊里遺跡等】

次舞k朗る、、也の出饂
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逆葛0ガL多婢には、
た よ、懸 oみ猜勧ゞ

在んで'、 たヽヒ鯉動いKる 。

した。
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国
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●ジャホニカ種の炭化半か出土.

れる.
隅丸長方形の竪穴式住

居が混在す る.

箕ヽ子の子孫達に追われた者等力ヽ

朝鮮半島から 日本列島´ヽ大挙 し
て移住 したのであろう

銅矛 .銅式・銅鏡・ 地

などか墓内から出土 _

製の鉄斧・鉄鎌 なとも

出上。

長方形の竪穴式住居
`

北朝鮮・ヽ 移住 したと考えたい。

・蒸に4カ 1「略̀

韓王 こな る_

海中の王となら ,前190

前108

前100

(=ヽ銅剣.銅矛、銅曳、銅鏡.艶
等が墓内から出土

{[〕小形銅鐸の鋳型か出土した.
.1'逃温鳳の基茎二墨
・汲田 (・ んでん ,式土器

・須玖 (す く,式上器

:ヽ'絹織物. (前 97年苧神天皇,0位 ,
(1.隅角長方形の竪穴式住居

・ヘット状遺構を伴う
ヽ
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る
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土器 |があり その上に赤掲色

の土器 頓 玖式上器を代表 こ

す るもの ,かあ る_|「季刊考百

字」第19号  1987年 5月 l日

発行 雄山閣 24頁・ 地参照
|

:・ 負子達の100デ 国内の極雨界

銅鐸文化圏

:|:大 型の銅鐸か作

られ らようにな

肯鋼器時代後期 (口 朝 ,

{1,青銅器

鋼刺・鋼矛・銅式・

小形銅鐸 1馬鐸
'等

か土壌墓に埋納 i
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塁内に埋納されて
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が出土する.

無文土器時代

青銅 器 時 代
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蕎民朝鮮国時代

前180F

器の総称 .

北九州から中部地

方へかけての広い

地域に分布する茶

掲色の土器、

i´弥生式上器
・益盪色の明るい

色調.
・縄文式土器に比
べると、文様は

少ない.
・彩色されること

もある.
・陶車なとを利用
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1_本格的な農耕か行

なわれる
・石庖丁が代表的.

.:′低い丘なとに集落

を営む.
・隅丸長方形の竪

穴 tt住 居.

、・ 副葬品・木棺等を伴

なわない方形周溝

当初の弥生人

〔遠賀川式土器〕

・板付 I式、板付 I
式等の弥生前期土

達か 北九
州・山口地

方 に 100余

国 を 置 い

て統治した

のであろう,

前漢時代

銅剣・銅矛

文化圏

前1100年 頃、

周に破れた殷

民か 逮寧・
扶奈地方等 ^、

移 (主 したので

あろう .

般民に追われ

た者達か、遼

寧・扶余地方

等から朝鮮半

島 .`流 ヽした

のであろう_

〔注〕●印は、「扶余系殷民の子孫達の遺物・遺構」と解釈してみたし
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前 400

日|」 300

前 200

○前11

○

○前221年

〇前206年

○前202年
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※
　
※
　
※

00年頃 周の武王、殷の純王を減ぼし、鏑京に都を置く。
′/  第 2代成王 郊辱5に都を置く。しかし又、鏑京へ都を遷す。
こういく       かんすtヽ       (春 愁を夢,伝、宣公 3年条参螺)
郊辱5は、洛陽西方の澗水の東にのこる巨大遺跡のことであろう。

茂王の時、周委量は現在の洛陽の地に『霧冨城』『茂冒城』を築いた。

鏑京が首都とされ、洛邑・成周は副都とされた。

秦の天下統一。

秦減亡。

ロリ渓興る。

西

周

時

代

ィ/7′ b4(0/θ 921=ろ /7:|

も:|●づ=

春

秋

時

代

○前770年 第 13代平玉、鏑京を秦に与え、郊辱「へ都を遷す。
(春秋左氏伝、昭公26年 10月条。他参照)

※ 洛陽西方の澗水の東の巨大遺跡を調査した結果、
① 殷代の層
② 西周時代の層
○ 東周時代の大量の遺物を包含する層
④ 戦国時代における補修部分
が確認されたという。 (「中国の帝都」村田治郎、綜芸社、18～20頁参:減)

○前516年 第26代顎王4年、茂周へ都を遷す。 (春秋左氏伝、昭公26年条老2′)
○前510年 敬王10年、成周の城壁を修復。 (春秋左氏伝、昭公32年条参照)
○前509年 敬王11年、前年に引き続いて、天子の居城である洛邑城 (宮城)♂
成周城内へ拡張する工事も行なったのであろう。(春秋左氏伝、定公元年条饗鱒

○前403年 (前453年)戦国時代始まる。

○前256籠
ろ
第37代赤晨王、成周から元の郊辱Fの王城へ遷って西方の秦と朝 1ヽ、

ついに減ぼされたと解される。 (史記、周本紀参照)
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第6図 周公旦が築いた副都『洛邑』『成周』の想像図
l①現在、「周公旦は、『洛邑』と『成周』の2座を別々 にはぼ近接させて配置した」
と解されている。しかし「支配者と被支配者とは平等である」といわんばかりの

配置にした筈はあるまい、と思われる。

「支配者達の居処である『洛邑城』を周り成す『成周城』を築いて、この『成周

城』内に、被支配者である殷民達を住まわせたのだろう」と考えてみたい。

②周礼に「闇者 (門番 。宦官)は、『中門』 (皇居の外から内に順に設けられた五門
のうち真中の第三門)を警備 し、云々」とある。 (「漢・魏・六朝・唐・宋散文選」平

凡社、197頁参照)

③昔、宮中に設けた市場を『宮市』と称した、という。(「漢和辞典」小林信明、小学

国
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図 「詩経」「周礼」の理想都市 (周の首都『£高京』の想像図)
(※市があり、東西南北の各面に 3門づつ、合計12の城門がある。)

〔注 1〕 ①『詩経』に、「城内の中央に王宮を建て、その東と西に民の住居を連ね
させ、宮

室の正門には応門を立て、都城を囲む城壁には皐門を立てた」などとある。

②『周礼』に、「匠人営国。方九里芳三門。国中九経九緯。経,余九軌。左祖右社面/

朝後市。市朝―夫」とある。                      
′

〔注 2〕 ○正方形の九里四方の都城の各面にそれぞれ 3門、合計12間があり、対面する門

をつなぐ大道が縦横に配されていたのであろう。

○また、外敵が城壁を乗り越えて侵入しようとする危急の時、守備兵達がただち

に駆けつけることができるように、戦略上、外郭城城壁の内側に沿って一周す

る大道が設けられていたことだろう。 (第 27図参照)

○さらに、上記の各大道間にそれぞれ 1本づつの大道が配置され、全体では、東

西方向に 9本、南北方向に 9本の大道があって、整然とした街並みが形成され

ていたように解される。

〇周の首都『鏑京』は、いわゆる「前朝後市・左祖右社・中央宮聞
・左右民塵 (す

まい)の原則」と称される構想の理想都市

〔注 3〕 O第 27図「唐の長安城」との類似点が多い。

とされたのではなかろうか。
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②「小苑門」 (苑門ともいう)は、基壇の無い少々小さな門とされ、馬車の通用門として用い
られたのではなかろうか。

|        .         11'

第 1図

〔注〕九重の都 :昔、中国の王城は、
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〔注〕①西晋時代 (265～ 316)に 、『九六城』の東南部が拡張された。これ以降、洛陽宮城は『九七

城』と称される。

②『晋書』巻四、恵帝本紀、永興元年 (304)6月 条に、「新作三城門」とある。新たに作った

三城門とは、東陽門 。青明門・建陽門のことであろうか。

O西晋代の建陽門が北魏代の開陽門である、というc(「水経注」穀水条所載の『晋宮閣名』参照)

④『洛陽伽藍記』第四巻に、「間闇門から城外へ出て七里のところに長分橋があった。中朝

(西晋)の時、穀水の氾濫を防ぐ為、石橋を作って流れを制御し、水かさが増すと

香

'第 9図
〔・

`
〔注〕①宮城『九六城』には「十二の宮城門」が設けられていた。

②曹魏の明帝は、後漢代の崇徳殿の故処に「太極殿」を建てた、という。

0「宮城内に高官達の邸宅が並らび、洛水の北側 (宮城外)に市場を始めとする様々な
施設があった」ということが、諸文献から分かる。

④最外外郭城内に一般庶民が住んだのであろう。
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道 5

西
明
門
　
廣
陽
門

開
陽
門一

宣
陽
門
一

津
陽
門

キ鳥中地3"れ
90

官
庁
街

官
庁
街
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8里

9里
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漁水 (宮城の南四里)一―→
浮
橋
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8里
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伊フK(円丘の東をすぎる)

7里

穀水

タ
陽

郭
門
（三
門
）（間

闇
門
外
七
里
）
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〔注〕①曹魏。西晋代の宣陽門が、北魏代には元の平昌門の位置近傍へ移されて正門とされた、

という。 (「水経注」穀水条)
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一
宮

一
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ヒ

一

巨
陽
渠
水

夏
門
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東
陽
門

陽
門

建
陽
里

東
石
橋

4里 5里

7里 3里6里 5里 4里

承
明
門

金
塘
城

石
橋

時の馬

(ブロックを示す)

卍 荘厳寺

東安里

大市(金市)
まわりが八

中央が天子・ 高官の為の 洛陽市
(平楽市)通路、左右が一般庶民の為の通

路 とされていた。

（洛
陽
城
の
南
七
里
）

南宮

平
昌
門

開
陽
門

津
陽
門

宮 城
(九七城)
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(ムル銹ぉ)

①

『新

・
や
ま
と
物
語
』
の
題
目

ま
え
が
き

序
　
論
こ
の
物
語
の
主
張

系
譜
荒
筋
『
日
本
書
紀
』
の
記
載
に
お
け
る
か
く
れ
た
約
束
事

新

。
や
ま
と
物
語

第

一
編
　
神
代

第
　

一　

章

第
　
一
一　
章

第
　
一二
　
章

第
　
四
　
章

第
　
五
　
ユ早

第
二
十
三
章

第
二
十
四
章

第
二
十
五
章

第
二
十
六
章

第
二
十
七
章

第
二
十
八
章

第
二
十
九
章

第

二
十

章

第
二
十

一
章

第
二
十
二
章

第
二
十
三
章

第
二
十
四
章

第
三
十
五
章

第
二
十
六
章

第
三
十
七
章

第
二
十
八
章
　
女
王
認

の

第
二
十
九
章

第

四
十

章

第
四
十

一
章

第
　
六

第
　
七

第
　
八

第
　
九

第
　
十

〓早立早二早ユ早ユ早

第

十

一
章

第

十
二

章

第

十
三

章

第

十
四

章

第

十
五

章

第

十
六

章

第

十
七

章

第

十
八

章

第

十
九

章

第

二
十

章

第
二
十

二
早
　
倭
国
・

第
二
十
二
章
　
新
王
城

第
四
十
二
章

第
四
十
三
章

第
四
十
四
章

第
四
十
五
章

第
四
十
六
章

太
伯
の
後

倭
国
創
建

（会
稽
の
東
冶
か
ら
東
遷
。
箕
子
国

内
の
極
南
界
に
倭
奴
国
を
建
国
）

垂
仁
天
皇

（五
七
年
、
極
南
界
の
倭
奴
国
、
後

か
ん
　
　
ちょうこう

漢

へ
朝
貢
）

景
行
天
皇

（
一
〇
七
年
、
倭
奴
国
、
後
漢

へ
朝

貢
）
成
務
天
皇

（
倭
国
大
乱
。
倭
国
、
北
九
州

・

に

〓

を

皇

神
功
皇
后

（

三
国
鼎
立

息
長
足
姫
尊
）

洛
陽
の
変
遷
の
歴
史

衛
氏
朝
鮮
以
後
の
朝
鮮
半
島
の
歴
史

三
年
春

へ
の
旅
立
ち

の
都

〔先
史
時
代
～
応
神
朝
〕

天
地
開
開

激
動
の
黎
明
期

極
東
地
域
に
み
ら
れ
る
各
種
文
化
に
つ
い
て
の

考
察
北
九
州

。
中
国

。
近
畿
地
方
の
遣
跡
が
語
る
激

変
の
時
代

東
西
二
つ
の
文
化
圏
の
対
立

（当
初
の
弥
生
人

と
箕
子
の
対
立
）

住
吉
の
客
人

倭
王
に
拝
似
す

帰
国
を
延
し
て
の
倭
国
で
の
日
々

冬
至
の
祭

〔新
嘗
祭
〕

倭
国
の
文
化

台
国
に

た
洛
陽
城

龍
神
の
聟

相
剋
玉
巨
東
海
の
島
の
奇
妙
な
習
俗

梯
僑
の
安
否
を
た
ず
ね
て

日
御
子
の
哀
し
み

。
そ
し
て
死

（径
百
余
歩
の

塚
の
内

へ
お
隠
れ
に
な
る
）

悪
阻
の
儀
式

（殉
葬
す
る
者
、
奴
婢
百
余
人
）

千
餘
人
も
の
戦
死
者
を
出
し
た
内
乱

天
石
窟
の
儀
式

（年
齢
と
地
位
と
名
前
を
受
け

継
い
で
出
生
す
る
襲
名
の
儀
式
）

の

倭
国
の
女
王
田
心
姫

応
神
天
皇

（上
）

:   、

t｀ ノ〔メ〔、ィ 夕～

単 帰き洛 魏ぎ景F
位 途と陽 国 初 i

朝
鮮
半
島
の
歴
史

応
神
天
皇

（中
）

東
の
拘
奴
国
壊
滅

（中
国
地
方
平
定
）

も

の
く

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
ゆ
ず

母
国

『出
雲
国
』
の
国
譲
り

（近
畿
地
方

り
受
け
る
）

応
神
天
皇

（下
）

第
二
編
　
繰
り
返
さ
れ
る
二
朝

の
慣
例

〔仁
徳
朝
～
崇
峻
朝
〕

第
四
十
七
章
　
第
二
期
共
立
時
代

（大

雀

命

・
宇
遅
能
和
紀

郎
子
）

第
四
十
八
章
　
仁
徳
天
皇

第
四
十
九
章
　
謎
の
世
紀

『
五
世
紀
』

第

五
十

二早
　
装
飾
古
墳

第
五
十

一
章
　
近
畿
地
方
の
古
墳

第
五
十
二
章
　
埴
輪

第
五
十
三
章
　
隠
さ
れ
た
二
朝
時
代
の
概
要

（第

一
期
二
朝
時

代

・
第
二
期
二
朝
時
代
の
経
緯
の
あ
ら
ま
し
）

第
五
十
四
章
　
乎
富
等
大
公
王

（後
の
継
体
天
皇
）
の
出
自
に

つ

い

て

第
五
十
五
章
　
雄
略
天
皇

（「共
治
国
家
」
「共
治
天
下
」
を
望

む

遺

詔

）
」L
辺
の

々

を
譲:
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第

塁早

第
五
十
七
章
　
〔日
辺
日
本
国
の
天
皇
〕
清
寧
天
皇

（白
髪
武

第
七
十
二
章
　
隋
の
文
帝
、
所
司
を
し
て
倭
国
の
風
俗
を
訪
わ

第
五
十
八
章

第
五
十
九
章

第

六
十

章

第
六
十

一
章

第
六
十
二
章

第
六
十
三
章

第
六
十
四
章

第
六
十
五
章

第
九
十
二
章

第
九
十
三
章

第
九
十
四
章

第
九
十
五
章

第
九
十
六
章

第
九
十
七
章

第
九
十
八
章

第
九
十
九
章

第
　
百
　
章

あ
と
が
き 十

六
章
　
敏
達
天
皇

十
七
章
　
用
明
天
皇

十
八
章
　
崇
峻
天
皇

（朕
が
嫌
し
と
お
も
ふ
所
の
人
を
断

ら
む
）

第
三
編
　
日
本
の
歴
史
改
編
、
そ
し
て
そ
の
後

〔推
古
朝
～

現
代
〕

第
七
十
九
章

第

八
十

章

第
八
十

一
章

第
八
十
二
章

第
八
十
五
章

第
八
十
六
章

第
八
十
七
章

第
八
十
八
章

第
八
十
九
章

第

九
十

章

②

『新

ｏ
や
ま
と
物
語
』
第
醜
巻
の
目
録

白
三

皇
極
天
皇

孝
徳
天
皇

斉
明
天
皇

第
八
十
三
章
　
高
市
天
皇

（舒
明
天
皇
の
重
詐
）

第
八
十
四
章
　
天
智
天
皇

壬宗
像
神
社

天
武
天
皇

（上
）

新
城

（平
城
宮
）

天
武
天
皇

（下
）

持
統
天
皇

第 第 第第
六
十
九
章
　
第
二
期
二
朝
時
代

（天
上
国
の
推
古
天

辺
日
本
国
の
等
与
刀
弥
々
大
王
）

第

七
十

二早
　
推
古
朝
の
寺
院

・
仏
像

ミ早

ハ  ハ  ハ

〔天
上
国
九
州
の
天
皇
〕
継
体
天
皇

廣
國
押
稚
日
本
根
子
天
皇
）

飯
豊
天
皇

顕
宗
天
皇

〔弘
計
天
皇

（弟
）
〕

仁
賢
天
皇

〔億
計
天
皇

（兄
）
〕

武
烈
天
皇

（仁
徳
系
の
王
統
最
後
の
天
皇
）

時
代
の
圧
縮

第

一
期
二
朝
時
代
の
終
焉

第
二
期
二
朝
時
代
の
幕
開
け

欽
明
天
皇

（天
國
排
開
廣
庭
天
皇
）

皇

ｏ
日

平
安
時
代

（上
）

小
野
小
町

平
安
時
代

（下
）

南
北
朝
時
代

（
二
朝
時
代
）

戦
国
時
代

近
世

（安
土

・
桃
山

。
江
戸
時
代
）

現
代
及
び
未
来

第
七
十

二
早
　
阿
蘇
山

第
七
十
三
章

第
七
十
四
章

第
七
十
五
章

第
七
十
六
章

第
七
十
七
章

第
七
十
八
章

し
む
国
に
二
の
君
非
ず

皇
太
子
厩
戸
豊
聰
耳
皇
子

金
人
の
夢
告

太
子
の
苦
悩

聖
徳
太
子
の
莞
去

蘇
我
馬
子
の
死
、
そ
し
て

0

新

。
や
ま
と
物
語

第

一
編
　
神
代

〔先
史
時
代
～
応
神
朝
〕

第

十

一

第

十
二

第

十
三

第

十
四

第

十
五

第

十
六

第

十
七

第

十
八

第

十
九

仲
哀
天
皇
―

―
―

―

―
―

―

―
―
―
―

―
ゴ

神
功
皇
后

（息
長
足
姫
尊
）

三
国
鼎
立
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推
古
天
皇
の
崩
御

洛
陽
の
変
遷
の
歴
史

衛
氏
朝
鮮
以
後
の
朝
鮮
半
島
の
歴
史
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文
武
天
皇

元
明
天
皇

奈
良
時
代

１
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１
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日


